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                研究目的
 本研究の目的は, 健常者を対象として下肢筋の運動誘発電位 (以下, MEP) を用いた運動伝
 導路の機能評価を臨床応用するために, 経皮的高電圧刺激により導出された下肢筋の MEP に関
 して基礎的知見を得ることであ る。
                研究方法
 実験1:健常男性5名を対象に, 刺激導子の陰極を L5 棘突起上に, 陽極を陰極より頭側の脊柱
 正中線上に固定 し, 高電圧刺激装置の刺激強度を最大出力 (750V) の 10%～100%まで 10% ご
 とに漸増させたときの右下肢の大腿直筋, 半腱様筋, 前脛骨筋, 短趾伸筋の MEP を導出し,
 MEP の潜時, 振幅を同一検者が計測した。
 実験2:健常男性1名を対象とし, 実験1の方法に準じて, 1回/分の頻度で 10 回の最大上刺激
 を連続的に加え, 4筋から MEP を導出し, 10 回の MEP の潜時および振幅の平均, 標準偏差,
 範囲, 変動係数を求めた。
 実験3:健常者 17 名を対象と し, 刺激高位を体表面上から触診により同定した T4～Sl の各棘
 突起上として, L5 刺激高位で求めた最大上刺激を加えたときの4筋の MEP を記録し, 各高位
 刺激における MEP の潜時および振幅の平均値, 標準偏差を算出した。 また, 各被験者の各高位
 刺激による潜時, 振幅をそれぞれの被験者の L5 高位刺激時の潜時, 振幅で除して正規化した
 (以下, それぞれ潜時比, 振幅比とする)。 各高位刺激時の潜時比, 振幅比の平均値の比較は対応
 のある七検定を用いて検定 した (危険率 0.Ol)。
                研究結果
 実験1:4筋の MEP は, 肥満例を除く4被験者において 60%刺激強度以上で一定の反応がみら
 れた。 肥満例では反応閾値が高く, 100%刺激でもプラ トーな反応が観察されなかった。
 実験 2:最大上刺激を加えたときの4筋の MEP は 10 回の連続刺激毎に類似した MEP 波形が
 観察された。 10 回刺激における各筋の潜時, 振幅は, 短趾伸筋の振幅にやや変動がみられたも
 のの各筋とも 10 回刺激における潜時およ び振幅の変動 は少なく, ほぼ一定の値が得られた。
 実験3:各筋において刺激高位を頭側に位置させるにつれて MEP の反応性が低下し, 大腿直筋,
 半腱様筋, 前脛骨筋ではT4～T7 高位刺激において, 短趾伸筋ではT4～T12 高位刺激において
 MEP 反応が導出できない被験者がみられた。 L5 高位刺激による潜時を LOO としたときの潜時
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 比の平均 は, 大腿直筋では T8～L2 の範囲で刺激高位が頭側に位置するにつれて有意に増加 し,
 それぞれT8:L52, T9:L52, TlO:L39, T11:L23, T12:1.15, Ll:LO7, L2:1.07 であっ
 た。 半腱様筋では T8～L3 の範囲で刺激高位が頭側に位置するにつれて有意に増加 し, それぞれ,
 T8:1.67, T9:L63, T10:1.45, Tll:L43, T12:L29, L1:L20, L2:1.17, L3:LIOであっ
 た。 前脛骨筋では T8～L4 の範囲で刺激高位が頭側に位置するにつれて有意に増加 し, それぞれ
 T8:!.30, T9:1.28, TlO:1・19, T11:1.19, T12:1.16, L1:1.13, L2:1.07, L3:1.05, L4:
 1.03 であった。 短趾伸筋では L2～L4 の範囲で刺激高位が頭側に位置するにつれて有意に増加 し,
 それぞれ L2:LO7, L3:LO5, L411.02 であった。
 L5 高位刺激による振幅を 1.00 としたときの各高位刺激による振幅の平均は, 大腿直筋では
 T8～T11高位刺激で有意差が認められ, それぞれT8:0.55, T9:0.60, T10:0.66, T11:0.87
 であった。 半腱様筋では T8～L3 高位刺激で有意差が認められ, それぞれ T8:0.48, T9:0.59,
 TlO二〇.65, TIL O.82, T12:0.82, L1:0.86, L2:0.85, L3:0.88 であった。 前脛骨筋では
 T8～T12 高位刺激で有意差が認められ, それぞれT8:0.32, T9:0.36, T10:0.48, T11:0.71,
 T12:0.75 であった。 短趾伸筋では TlO～T12 高位刺激で有意差が認められ, それぞれT10:
 0.42, T11:0.54, T12:0.61 であった。
                結論
 最大上刺激を用いた場合には, 同一被験者内における反復刺激による再現性は良好であり,
 MEP の潜時, 振幅を運動伝導路の機能的評価の指標とすることが可能であることが示唆された。
 刺激高位を変化させたときのMEP の潜時, 振幅の左右比較や刺激高位間の潜時比, 振幅比から
 損傷部位等を特定することにより, 脊髄, 神経根の運動神経機能異常を評価できる可能性が示唆
 された。
              研究の意義・独創的な点
 健常者を対象として刺激強度による反応の違いおよび再現性を検討し, 胸腰椎上の刺激高位を
 変化させたときの MEP の潜時比, 振幅比を示したことは, MEP を用いた脊髄, 馬尾, 神経根
 を含めた運動路の伝導性を評価するための電気生理学的手法の基礎的研究と しての意義が大きい。
 また, 刺激高位による潜時, 振幅の変化を捉え, 臨床評価に応用する点が独創的である。
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 審査結果の要旨
 本論文は健常者と対象として経皮的高電圧刺激装置 (Digitimer D180:Digitimer Ltd,
 Welwyn Garden City, England) を用いて胸腰椎棘突起上から脊髄または馬尾神経を刺激した
 際に下肢筋から導出された運動誘発電位 (MEP) の信頼性を検討 したものである。 研究は3実
 験から構成され, 実験1では成人男性5名において, L5 鯨突起上に刺激導子の陰極を固定 し,
 右下肢の大腿直筋, 半膜様筋, 前脛骨筋, 短趾伸筋からMEP を記録し最大上刺激となる刺激強
 度を決定した。 実験2では成人男性1名で最大上刺激による MEP 波形の再現性を各筋で確認し
 た。 実験3では成人男女17名において, 刺激を S1 棘突起高位から1棘突起ずつ頭側に移動させ
 T4 棘突起高位まで刺激を繰り返 し, 下肢各筋から記録された MEP の潜時と振幅の変化を L5 棘
 突起高位刺激にて得られた MEP の潜時, 振幅との比率で検討した。
 実験結果:実験 1, 2で肥満者を除けば本実験に用いた高電圧刺激装置の最大出力の60%以上
 の強度の刺激により L5 棘突起上から経皮的に大腿直筋, 半膜様筋, 前脛骨筋, 短趾伸筋に一定
 のMEP 波形を導出できる事が示された。 実験3において, MEP が安定的に導出できた刺激高
 位は大腿直筋, 半膜様筋, 前脛骨筋においては T8 からS1, 短趾伸筋では Ll から S1 であった。
 刺激高位が頭側に移動するにつれて各筋から記録された MEP の潜時は長 く, 振幅は小さくなっ
 た。 L5 輔突起高位刺激時の潜時に対する比 (対 L5 潜時比) が有意に大きな値を示した刺激高
 位は大腿直筋では T8 から L2, 半膜様筋では T8 から L3, 前脛骨筋では T8 から L4, 短趾伸筋
 では L2 から L4 であった。 同様にして求めた L5 棘突起高位刺激時の振幅に対する比は大腿直筋
 では T8 から TIl, 半膜様筋では T8 から 13, 前脛骨筋では T8 から T12, 短趾伸筋では T!O か
 ら T12 の高位刺激で有意に小さ い値が得 られた。
 以上の実験結果から経皮胸高電圧刺激装置 (Digitimer D180:Digitimer Ltd, Welwyn
 Garden Ci七y, England) を用いて胸腰椎棘突起上を刺激して得られる下肢筋 MEP を臨床応用
 する際の健常者に関する基本的な参照データを示すことが出来た。 高電圧刺激装置が脊髄, 馬尾
 の運動神経伝導路の機能を評価する手段と して有用性を高めた事は臨床医学にとって価値あるこ
 とである。 よって博士論文に値する。
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